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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Gタンパク質シグナル伝達ファミリーの調節因子をコードしています。このタンパク質は細胞膜の細胞質側に位置し、RGSドメインと呼ばれる120アミノ酸からなる保存されたモチーフを有しています。このタンパク質は、活性化されたGTP結合型Gαサブユニットに結合し、GTPase活性化タンパク質（GAP）として作用することで、Gタンパク質のシグナル伝達活性を減弱させ、GTPからGDPへの変換速度を高めます。この加水分解により、GαサブユニットはGβ/γサブユニットヘテロダイマーに結合し、不活性なGタンパク質ヘテロトリマーを形成し、シグナル伝達を終結させます。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：Gタンパク質αサブユニットのGTPase活性を上昇させ、それらを不活性なGDP結合型へと誘導することで、シグナル伝達を阻害します。このタンパク質は、B細胞の活性化および増殖の調節に関与している可能性がある。,誘導：複数のB細胞活性化シグナルに応答して。,PTM：リン酸化される可能性がある。タンパク質キナーゼによって機能的に調節される可能性がある。,類似性：RGSドメインを1つ含む。,組織特異性：B細胞特異的。B細胞および慢性リンパ性白血病B細胞における発現は比較的低いが、非ホジキンリンパ腫やヘアリー細胞白血病などの他の悪性B細胞では、発現は恒常的に高い。,
	研究分野
	カルシウムシグナル伝達; カルモジュリン経路; シグナル伝達; シグナル伝達経路; Gタンパク質シグナル伝達; 低分子Gタンパク質; 調節因子
	画像データ
	

	RGS1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	RGS1抗体を用いたマウス筋細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	RGS1 抗体を使用した 293 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	RGS1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

